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時間割番号 011003 

科目名 細胞生物学 

担当教員 中田 隆夫 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

英文名：Cell Biology 

授業の目的、概要等 

教養までの生物学であやふやな点がある者は細胞生物学のごく簡単な教科書でよいから、 

読んでおくとよい（特に方法）。後は授業の理解に努めること。 

授業の到達目標(SB0s) 

細胞生物学は細胞を単位として生命や病気を考えるというここ１００年来の生物学の哲学を 

基にし、多様な研究方法を駆使する学問である。実際には１９６０年代に始まる電子顕微鏡で発見した細胞内の構造と生化学的な機能と

をリンクさせる研究から始まっている。そうすると現代生物学の大部分は細胞生物学となり、すでに高校や教養でも或る程度習っているこ

とになる。それらとの重複を避けて、少しだけ進んだ細胞生物学になるようにした。 

前半は、細胞内小器官の構造と機能をやや進んだ観点から学習する。 

後半は、細胞死、オートファジー、幹細胞、数理モデル化、器官形成、嗅覚系、等ををそれぞれ専門の先生にお話いただく。最先端研究の

成果もさることながら、それぞれの先生の問題へのアプローチの違い、もののみかたの違いのようなものを楽しんでほしい。 

科目を履修することで、現代生物学、医学研究の基本が理解できるようになる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業内容 担当教員

1 4/8 12:50-14:10 医学科講義室1 分泌経路 中田 隆夫

2 4/10 12:50-14:10 医学科講義室1 エンドサイトーシス 中田 隆夫

3 4/15 09:00-10:20 医学科講義室1 細胞死 清水 重臣

4 5/13 09:00-10:20 医学科講義室1 ミトコンドリア 清水 重臣

5 5/14 09:00-10:20 医学科講義室1 細胞骨格 井上 明宏

6 5/20 09:00-10:20 医学科講義室1 細胞周期と細胞老化 田中 敦 
7 5/26 10:30-11:50 医学科講義室1 幹細胞 西村 栄美

8 6/2 09:00-10:20 医学科講義室1 オートファジー、細胞内分解系 水島 昇 
9 6/10 09:00-10:20 医学科講義室1 細胞接着 畑 裕 
10 6/13 09:00-10:20 医学科講義室1 細胞生物学研究の数理モデル化 中口 悦史

11 6/16 10:30-11:50 医学科講義室1 器官形成の遺伝学 （モデル動物としての魚類） 仁科 博史

12 6/17 09:00-10:20 医学科講義室1 嗅覚系の細胞生物学 石井 智浩

13 9/1 09:00-10:20 医学科講義室1 細胞生物学試験  
 

成績評価の方法 

筆記試験によって評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

教養で学習した細胞生物学関連の内容について復習しておく。 

連絡先 

nakata.cbio@tmd.ac.jp 
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時間割番号 011024 

科目名 生化学 

担当教員 畑 裕 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 2.5 

英文名:Medical Biochemistry 

授業の到達目標(SB0s) 

医学的発見の基礎となる科学的理論と方法論を説明できる。 

倫理的事項に配慮して研究できる。 

未解決の問題を見出し、仮説を立て、指導者のもとで解決の資源と方法を見出せる。 

臨床や科学の興味ある領域の研究を、指導者のもとで行える。 

自由研究で明らかになった成果を発表できる。 

他者を尊重し敬意をもって接することが出来る。 

個人生活と医学科での学習、社会的責務のバランスをとれる。 

自立と監督・指導の必要性のバランスをとれる。 

時間厳守、信頼性、適切な準備、率先性、遂行能力を示せる。 

文書課題を判読可能な形で期限内に提出できる。 

機関内規、法律、専門職社会内規範を遵守できる。 

誠実さ、正直さ、確実さをもって行動できる。 

他者への良識を逸脱する振る舞いを認識し、改めることができる。 

エラーを指導者、監督に報告できる。 

記述、プレゼンテーション、論文において著作権を尊重して行動できる。 

自己の知識・能力・振る舞いを批判的に省察し、改善の目標を設定し、学習活動に取り組める。 

他人に建設的なフィードバックができる。 

ポートフォリオを活用できる。 

疾患の病因・病態・臨床徴候の理解に必要な基礎医学知識を提示できる。 

授業方法 

系統講義：下記、参考書のいずれかを通読する。 

実習：実習に参加する。 

授業内容 

系統講義：ヒトの体の代謝を理解するのに必要な生化学の講義を行う。分子生物学、遺伝学は、直接は講義の対象としない。 

実習：酵素学の実習と分子生物学に関する基本的実習（DNA の制限酵素消化、PCR など）を行う。 

成績評価の方法 

系統講義：筆記試験 

実習：実習レポート、指導教官による全般的評価 

 

成績評価の基準 

系統講義：筆記試験（原則として問題は五択形式、回答はマークシート形式）で評価する。 

実習：出席とレポートに基づいて評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

系統講義の進行に合わせて、標準的な参考書を通読してください。 

履修上の注意事項 

内科学の教科書を参考にすると効率的学習が可能です。 

参照ホームページ 

特になし。 

連絡先 

yuhammch@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

講義が行われている域間。原則として、昼休み時間。あらかじめメールで連絡をください。MD タワー18 階北 
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時間割番号 011025 

科目名 生化学 

担当教員 畑 裕 

開講時期 通年 対象年次 2   

英文名：Medical Biochemistry 

 

授業の到達目標(SB0s) 

医学的発見の基礎となる科学的理論と方法論を説明できる。 

倫理的事項に配慮して研究できる。 

未解決の問題を見出し、仮説を立て、指導者のもとで解決の資源と方法を見出せる。 

臨床や科学の興味ある領域の研究を、指導者のもとで行える。 

自由研究で明らかになった成果を発表できる。 

他者を尊重し敬意をもって接することが出来る。 

個人生活と医学科での学習、社会的責務のバランスをとれる。 

自立と監督・指導の必要性のバランスをとれる。 

時間厳守、信頼性、適切な準備、率先性、遂行能力を示せる。 

文書課題を判読可能な形で期限内に提出できる。 

機関内規、法律、専門職社会内規範を遵守できる。 

誠実さ、正直さ、確実さをもって行動できる。 

他者への良識を逸脱する振る舞いを認識し、改めることができる。 

エラーを指導者、監督に報告できる。 

記述、プレゼンテーション、論文において著作権を尊重して行動できる。 

自己の知識・能力・振る舞いを批判的に省察し、改善の目標を設定し、学習活動に取り組める。 

他人に建設的なフィードバックができる。 

ポートフォリオを活用できる。 

疾患の病因・病態・臨床徴候の理解に必要な基礎医学知識を提示できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業内容 担当教員

1 9/12 09:00-10:20 医学科講義室1 序論 畑 裕 
2 9/16 09:00-10:20 医学科講義室1 糖代謝（解糖系） 畑 裕 
3 9/17 09:00-10:20 医学科講義室1 糖代謝（TCA 回路、ペントースリン酸回路） 畑 裕 
4 9/19 09:00-10:20 医学科講義室1 糖代謝（グリコーゲン代謝、 グルコース以外の糖、プロテオグライカ

ン） 
畑 裕 

5 9/19 10:30-11:50 医学科講義室1 脂質代謝（脂質の合成、分解） 畑 裕 
6 9/22 09:00-10:20 医学科講義室1 脂質代謝（ケトン体、コレステロール） 畑 裕 
7 9/24 09:00-10:20 医学科講義室1 脂質代謝（リポ蛋白、プロスタグランデイン、複合脂質） 畑 裕 
8 9/25 09:00-10:20 医学科講義室1 酵素学（実習関連） 畑 裕 
9 9/26 09:00-10:20 医学科講義室1 動脈硬化と脂肪代謝 吉田 雅幸

10 9/29 09:00-10:20 医学科講義室1 アミノ酸代謝（窒素代謝） 畑 裕 
11 9/30 09:00-10:20 医学科講義室1 アミノ酸代謝（炭素骨格の代謝、生理活性物質） 畑 裕 
12 10/1 09:00-10:20 医学科講義室1 プリン代謝 畑 裕 
13 10/3 09:00-10:20 医学科講義室1 ピリミジン代謝 畑 裕 
14 10/6 09:00-10:20 医学科講義室1 電子伝達系 畑 裕 
15 10/7 09:00-10:20 医学科講義室1 ポルフィリン代謝、鉄代謝 畑 裕 
16 10/8 09:00-10:20 医学科講義室1 ビタミン（水溶性ビタミン） 畑 裕 
17 10/10 09:00-10:20 医学科講義室1 ビタミン（脂溶性ビタミン） 畑 裕 
18 10/21 09:00-10:20 医学科講義室1 生化学試験  

 

授業方法 

系統講義：下記、参考書のいずれかを通読する。 

実習：実習に参加する。 
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授業内容 

系統講義：ヒトの体の代謝を理解するのに必要な生化学の講義を行う。分子生物学、遺伝学は、直接は講義の対象としない。 

成績評価の方法 

系統講義：筆記試験 

実習：実習レポート、指導教官による全般的評価 

 

成績評価の基準 

系統講義：筆記試験（原則として問題は五択形式、回答はマークシート形式）の成績に基づいて評価する。 

実習：出席とレポートに基づいて評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

系統講義の進行と合わせて、標準的な参考書を通読してください。 

参照ホームページ 

特になし。 

連絡先 

yuhammch@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

講義が行われている域間。原則として、昼休み時間。あらかじめメールで連絡をください。MD タワー18 階北 
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時間割番号 011026 

科目名 生化学実習 

担当教員 畑 裕 

開講時期 後期 対象年次 2   

英文名：Medical Biochemistry 

授業の目的、概要等 

系統講義：下記、参考書のいずれかを通読する。 

実習：実習に参加する。 

授業の到達目標(SB0s) 

医学的発見の基礎となる科学的理論と方法論を説明できる。 

倫理的事項に配慮して研究できる。 

未解決の問題を見出し、仮説を立て、指導者のもとで解決の資源と方法を見出せる。 

臨床や科学の興味ある領域の研究を、指導者のもとで行える。 

自由研究で明らかになった成果を発表できる。 

他者を尊重し敬意をもって接することが出来る。 

個人生活と医学科での学習、社会的責務のバランスをとれる。 

自立と監督・指導の必要性のバランスをとれる。 

時間厳守、信頼性、適切な準備、率先性、遂行能力を示せる。 

文書課題を判読可能な形で期限内に提出できる。 

機関内規、法律、専門職社会内規範を遵守できる。 

誠実さ、正直さ、確実さをもって行動できる。 

他者への良識を逸脱する振る舞いを認識し、改めることができる。 

エラーを指導者、監督に報告できる。 

記述、プレゼンテーション、論文において著作権を尊重して行動できる。 

自己の知識・能力・振る舞いを批判的に省察し、改善の目標を設定し、学習活動に取り組める。 

他人に建設的なフィードバックができる。 

ポートフォリオを活用できる。 

疾患の病因・病態・臨床徴候の理解に必要な基礎医学知識を提示できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業内容 担当教員

1 9/29 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

2 9/30 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

3 10/1 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

4 10/2 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

5 10/3 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

6 10/6 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

7 10/7 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

8 10/8 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

9 10/9 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一

10 10/10 12:50-17:10 5 階学生実習室 酵素実習、分子生物学実習 畑 裕, 烏山 一
 

授業内容 

酵素学実習と分子生物学実習を行う。 

成績評価の方法 

系統講義：筆記試験 

実習：実習レポート、指導教官による全般的評価 

 

成績評価の基準 

出席とレポートに基づいて評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

実習そのものについての準備は特に必要としないが、実習に関連して、標準的な参考書を読むことを勧める。 
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履修上の注意事項 

酵素学実習においては、実習時間中にグループ内で活発に討論し、その場でレポートをまとめることを推奨する。 

参照ホームページ 

特になし。 

連絡先 

yuhammch@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

講義が行われている域間。原則として、昼休み時間。あらかじめメールで連絡をください。MD タワー18 階北 
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時間割番号 011037 

科目名 感染・基礎 

担当教員 山岡 昇司 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 2.5 

英文名：Infection 

 

 

授業の目的、概要等 

病原体総論では微生物の概念と歴史、細菌の分類、構造、染色、代謝、培養について学ぶ。さらに微生物がなぜ宿主に感染病態をきたす

のかについて学ぶ。 

 

１．細菌学 

１）総論的に細菌感染、遺伝学、薬物治療について学び、グラム陽性菌とグラム陰性菌に分けて基礎的事項を学ぶ。２）比較的稀な微生物

（ノカルジア、放線菌、嫌気性菌、梅毒、リケッチア）についても学ぶ。３）抗酸菌の基礎的事項についての講義を通して結核、非定型抗酸

菌の全体像を把握する。４）真菌に関しても同様に講義で理解する。 

２．ウイルス学 

１）ウイルス学総論ではウイルスの一般的性状、ウイルス粒子の構造、増殖、組織培養法および定量法等について学ぶ。２）ウイルスの

核酸と遺伝、干渉とインターフェロン、腫瘍発生、ウイルス感染症の治療、防疫、疫学および予防について学ぶ。４）病原因子、宿主因子、

感染防御機構などについて学ぶ。５）各論では RNA ウイルス、DNA ウイルスに分けて、ヒトの病原ウイルスについて詳しく学ぶ。 

３．プリオン 

 蛋白性感染因子であるプリオンの性状と病原性プリオンが起こす疾患について学ぶ。 

 

講義及び実習には必ず出席すること。特に実習ではウイルスが感染した細胞あるいは細菌の集落等を実際に観察するなど、ほとんどの

学生にとっては二度とない大切な機会となるので欠席しないこと。また病原微生物を実際に取り扱うので、教官の注意をよく守り感染しな

いように努める。 

感染は医学の多くの科目と深い関係をもっている。特に免疫学、公衆衛生学、病理学、衛生学、医動物学、臨床面では内科学、外科学、小

児科学、皮膚科学、泌尿器科学、眼科学、耳鼻咽喉科学等と密接な関係がある。 

授業の到達目標(SB0s) 

微生物とは肉眼で認めることのできない小さな生物の総称である。微生物は分類的に多種にわたり、その中にはウイルス、細菌および真

菌などが含まれるが、このような生物を研究する科学が微生物学であり、それらによって引き起こされる病態が感染症である。医学の進

歩により、多くの病原体による疾病の治療は可能になった。しかし近年、エイズ、 C型肝炎、SARS、インフルエンザ、ヘリコバクターピロリ

あるいはメチシリン耐性ブドウ球菌感染症などの新興、再興感染症が新たな問題を提起している。感染基礎の講義では、微生物に関する

基礎的知識と感染症の知識を身につけることを目標とする。学生は講義を通して微生物の構造、増殖、機能、遺伝に関する原理を理解

し、別に行われる実習によって病原体の取り扱い、検査法、測定方法、感染メカニズムについて学ぶ。 

成績評価の方法 

講義に関しては筆答試験で学習成果を問う。実習に関してはレポートを提出させ、筆答試験で学習成果を問う。 

準備学習などについての具体的な指示 

特記すべき事項なし 
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時間割番号 011038 

科目名 感染・基礎 

担当教員 山岡 昇司 

開講時期 後期 対象年次 2   

英文名：Infection 

授業の目的、概要等 

病原体総論では微生物の概念と歴史、細菌の分類、構造、染色、代謝、培養について学ぶ。さらに微生物がなぜ宿主に感染病態をきたす

のかについて学ぶ。 

 

１．細菌学 

１）総論的に細菌感染、遺伝学、薬物治療について学び、グラム陽性菌とグラム陰性菌に分けて基礎的事項を学ぶ。２）比較的稀な微生物

（ノカルジア、放線菌、嫌気性菌、梅毒、リケッチア）についても学ぶ。３）抗酸菌の基礎的事項についての講義を通して結核、非定型抗酸

菌の全体像を把握する。４）真菌に関しても同様に講義で理解する。 

２．ウイルス学 

１）ウイルス学総論ではウイルスの一般的性状、ウイルス粒子の構造、増殖、組織培養法および定量法等について学ぶ。２）ウイルスの

核酸と遺伝、干渉とインターフェロン、腫瘍発生、ウイルス感染症の治療、防疫、疫学および予防について学ぶ。４）病原因子、宿主因子、

感染防御機構などについて学ぶ。５）各論では RNA ウイルス、DNA ウイルスに分けて、ヒトの病原ウイルスについて詳しく学ぶ。 

３．プリオン 

 蛋白性感染因子であるプリオンの性状と病原性プリオンが起こす疾患について学ぶ。 

 

講義及び実習には必ず出席すること。特に実習ではウイルスが感染した細胞あるいは細菌の集落等を実際に観察するなど、ほとんどの

学生にとっては二度とない大切な機会となるので欠席しないこと。また病原微生物を実際に取り扱うので、教官の注意をよく守り感染しな

いように努める。 

感染は医学の多くの科目と深い関係をもっている。特に免疫学、公衆衛生学、病理学、衛生学、医動物学、臨床面では内科学、外科学、小

児科学、皮膚科学、泌尿器科学、眼科学、耳鼻咽喉科学等と密接な関係がある。 

授業の到達目標(SB0s) 

微生物とは肉眼で認めることのできない小さな生物の総称である。微生物は分類的に多種にわたり、その中にはウイルス、細菌および真

菌などが含まれるが、このような生物を研究する科学が微生物学であり、それらによって引き起こされる病態が感染症である。医学の進

歩により、多くの病原体による疾病の治療は可能になった。しかし近年、エイズ、 C型肝炎、SARS、インフルエンザ、ヘリコバクターピロリ

あるいはメチシリン耐性ブドウ球菌感染症などの新興、再興感染症が新たな問題を提起している。感染基礎の講義では、微生物に関する

基礎的知識と感染症の知識を身につけることを目標とする。学生は講義を通して微生物の構造、増殖、機能、遺伝に関する原理を理解

し、別に行われる実習によって病原体の取り扱い、検査法、測定方法、感染メカニズムについて学ぶ。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業内容 担当教員

1 10/28 10:30-11:50 医学科講義室1 病原体総論 山岡 昇司

2 10/29 12:50-14:10 医学科講義室1 細菌学総論 堀内 三吉

3 10/29 14:20-15:40 医学科講義室1 細菌感染の治療と予防 中村 正孝

4 11/5 12:50-14:10 医学科講義室1 細菌遺伝学 岡村 登 
5 11/6 12:50-14:10 医学科講義室1 グラム陽性菌の基礎知識 堀内 三吉

6 11/6 14:20-15:40 医学科講義室1 グラム陰性菌の基礎知識 岡村 登 
7 11/7 09:00-10:20 医学科講義室1 その他の病原体（嫌気性菌、リケッチア） 堀内 三吉

8 11/7 10:30-11:50 医学科講義室1 ウイルス学総論 山岡 昇司

9 11/11 14:20-15:40 医学科講義室1 ウイルスの複製と遺伝学 山岡 昇司

10 11/12 12:50-14:10 医学科講義室1 ＲＮＡウイルス各論（1） 佐久間 龍太

11 11/12 14:20-15:40 医学科講義室1 ＲＮＡウイルス各論（2) 山岡 昇司

12 11/17 09:00-10:20 医学科講義室1 ヒトレトロウイルス感染症 佐久間 龍太

13 11/17 10:30-11:50 医学科講義室1 ウイルス感染症の化学療法 佐久間 龍太

14 11/20 12:50-14:10 医学科講義室1 ＤＮＡウイルス各論（1） 齊藤 愛記

15 11/20 14:20-15:40 医学科講義室1 ＤＮＡウイルス各論（2） 齊藤 愛記

16 11/26 09:00-10:20 医学科講義室1 腫瘍ウイルス 山岡 昇司
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17 11/26 10:30-11:50 医学科講義室1 感染免疫とワクチン 武内 寛明

18 11/27 12:50-14:10 医学科講義室1 人畜共通感染症と新興・再興ウイルス感染症 武内 寛明

19 11/27 14:20-15:40 医学科講義室1 輸入感染症 太田 伸生

20 11/28 09:00-10:20 医学科講義室1 プリオン病 山岡 昇司

21 11/28 10:30-11:50 医学科講義室1 ウイルスベクターと研究応用 野阪 哲哉

22 2/17 09:00-10:20 医学科講義室1 感染・基礎試験  
 

成績評価の方法 

講義に関しては筆答試験で学習成果を問う。実習に関してはレポートを提出させ、筆答試験で学習成果を問う。 

準備学習などについての具体的な指示 

特記すべき事項なし 
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時間割番号 011039 

科目名 感染・基礎実習 

担当教員 山岡 昇司 

開講時期 後期 対象年次 2   

英文名：Infection 

授業の目的、概要等 

病原体総論では微生物の概念と歴史、細菌の分類、構造、染色、代謝、培養について学ぶ。さらに微生物がなぜ宿主に感染病態をきたす

のかについて学ぶ。 

 

１．細菌学 

１）総論的に細菌感染、遺伝学、薬物治療について学び、グラム陽性菌とグラム陰性菌に分けて基礎的事項を学ぶ。２）比較的稀な微生物

（ノカルジア、放線菌、嫌気性菌、梅毒、リケッチア）についても学ぶ。３）抗酸菌の基礎的事項についての講義を通して結核、非定型抗酸

菌の全体像を把握する。４）真菌に関しても同様に講義で理解する。 

２．ウイルス学 

１）ウイルス学総論ではウイルスの一般的性状、ウイルス粒子の構造、増殖、組織培養法および定量法等について学ぶ。２）ウイルスの

核酸と遺伝、干渉とインターフェロン、腫瘍発生、ウイルス感染症の治療、防疫、疫学および予防について学ぶ。４）病原因子、宿主因子、

感染防御機構などについて学ぶ。５）各論では RNA ウイルス、DNA ウイルスに分けて、ヒトの病原ウイルスについて詳しく学ぶ。 

３．プリオン 

 蛋白性感染因子であるプリオンの性状と病原性プリオンが起こす疾患について学ぶ。 

 

講義及び実習には必ず出席すること。特に実習ではウイルスが感染した細胞あるいは細菌の集落等を実際に観察するなど、ほとんどの

学生にとっては二度とない大切な機会となるので欠席しないこと。また病原微生物を実際に取り扱うので、教官の注意をよく守り感染しな

いように努める。 

感染は医学の多くの科目と深い関係をもっている。特に免疫学、公衆衛生学、病理学、衛生学、医動物学、臨床面では内科学、外科学、小

児科学、皮膚科学、泌尿器科学、眼科学、耳鼻咽喉科学等と密接な関係がある。 

授業の到達目標(SB0s) 

微生物とは肉眼で認めることのできない小さな生物の総称である。微生物は分類的に多種にわたり、その中にはウイルス、細菌および真

菌などが含まれるが、このような生物を研究する科学が微生物学であり、それらによって引き起こされる病態が感染症である。医学の進

歩により、多くの病原体による疾病の治療は可能になった。しかし近年、エイズ、 C型肝炎、SARS、インフルエンザ、ヘリコバクターピロリ

あるいはメチシリン耐性ブドウ球菌感染症などの新興、再興感染症が新たな問題を提起している。感染基礎の講義では、微生物に関する

基礎的知識と感染症の知識を身につけることを目標とする。学生は講義を通して微生物の構造、増殖、機能、遺伝に関する原理を理解

し、別に行われる実習によって病原体の取り扱い、検査法、測定方法、感染メカニズムについて学ぶ。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業内容 担当教員

1 1/26 12:50-17:10 5 階学生実習室 感染・基礎実習 山岡 昇司

2 1/27 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司

3 1/28 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司

4 1/29 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司

5 1/30 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司

6 2/2 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司

7 2/3 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司

8 2/4 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司

9 2/5 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司

10 2/6 12:50-17:10 5 階学生実習室 〃 山岡 昇司
 

成績評価の方法 

講義に関しては筆答試験で学習成果を問う。実習に関してはレポートを提出させ、筆答試験で学習成果を問う。 

準備学習などについての具体的な指示 

特記すべき事項なし 
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時間割番号 011018 

科目名 頭頸部・基礎 

担当教員 秋田 恵一, 井関 祥子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 4 

英文名：Head and Neck 

主な講義場所 

３号館２階 医学科講義室１ 

実習は３号館地下１階、４階、歯学科講義室１などで行うので、時間割表を確認すること。 

授業の目的、概要等 

 高齢化社会となり、疾病の多様性が認められる日本の医療現場では、口腔内疾患、身体的疾患を総合的に治療する必要がある。その

ため、歯学を理解した医師、医学を理解した歯科医師の養成は、社会が求めるものである。医療系総合大学である本学が先進的な医歯

学融合教育を実践することで、医科・歯科両学科の学生が将来の基盤となる頭頸部に関する基礎的な知識をともに学び、共有することは

肝要である。 

 2 年次に行われる本ブロックにおいては、頭頸部領域に関する組織学、解剖学、生理学、発生学の講義・実習の多くを医歯共通授業とし

て行う。本ブロックが基礎・専門科目領域における医歯相互の関連を確認する機会となることで、3 年次以降の医歯学融合教育の礎とな

ることを目標とする。 

授業の到達目標(SB0s) 

頭頸部領域の構造と機能を理解する。具体的な項目については授業内容の項を参照すること。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業内容 担当教員 備考

1 6/23 09:00-10:20 医学科講義室1 歯の総論１ 柴田 俊一  
2 6/23 10:30-11:50 医学科講義室1 歯の総論２ 柴田 俊一  
3 6/23 12:50-17:10 医学科講義室1 mini-PBL 秋田 恵一  
4 6/24 12:50-14:10 医学科講義室1 人体解剖学（顔面皮下・浅層） 秋田 恵一  
5 6/24 14:20-15:40 解剖学実習室 人体解剖学（顔面皮下・浅層） 秋田 恵一 解剖学教員

6 6/25 09:00-10:20 医学科講義室1 脳神経概論１ 秋田 恵一  
7 6/25 10:30-11:50 医学科講義室1 脳神経概論２ 秋田 恵一  
8 6/25 12:50-14:10 医学科講義室1 人体解剖学 咀嚼筋（浅層）・顔面（中層）・側頭下窩 秋田 恵一  
9 6/25 14:20-15:40 解剖学実習室 人体解剖学 咀嚼筋（浅層）・顔面（中層）・側頭下窩 秋田 恵一 解剖学教員

10 6/26 12:50-17:10 医学科講義室1 単語テスト（情報検索室）・mini-PBL（講義室1） 秋田 恵一  
11 6/26 12:50-17:10 情報検索室 単語テスト（情報検索室）・mini-PBL（講義室1） 秋田 恵一  
12 6/27 09:00-10:20 医学科講義室1 感覚器の生理１ 体性感覚・嗅覚・味覚 泰羅 雅登  
13 6/27 10:30-11:50 医学科講義室1 運動器の生理 泰羅 雅登  
14 6/27 12:50-14:10 医学科講義室1 人体解剖学 顔面（深層）・舌 秋田 恵一  
15 6/27 14:20-15:40 解剖学実習室 人体解剖学 顔面（深層）・舌 秋田 恵一 解剖学教員

16 6/30 09:00-10:20 医学科講義室1 組織学（口腔） 髙野 吉郎  
17 6/30 10:30-11:50 医学科講義室1 組織学（口腔） 髙野 吉郎  
18 6/30 12:50-14:10 医学科講義室1 人体解剖学 眼窩・眼球 秋田 恵一  
19 6/30 14:20-17:10 解剖学実習室 人体解剖学 眼窩・眼球 秋田 恵一 解剖学教員

20 7/1 12:50-14:10 医学科講義室1 組織学（眼） 井上 明宏  
21 7/1 12:50-14:10 歯学科講義室1 組織学（眼） 田畑 純  
22 7/1 14:20-17:10 4 階学生実習室 組織学（眼） 井上 明宏  
23 7/1 14:20-17:10 歯学科講義室1 組織学（眼） 田畑 純  
24 7/2 10:30-11:50 医学科講義室1 感覚器の生理２ 視覚 泰羅 雅登  
25 7/2 12:50-14:10 医学科講義室1 人体解剖学 外耳・中耳・内耳 秋田 恵一  
26 7/2 14:20-17:10 解剖学実習室 人体解剖学 外耳・中耳・内耳 秋田 恵一  
27 7/3 12:50-14:10 医学科講義室1 組織学（耳） 中田 隆夫  
28 7/3 12:50-14:10 歯学科講義室1 組織学（耳） 田畑 純  
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29 7/3 14:20-17:10 4 階学生実習室 組織学実習（耳） 中田 隆夫  
30 7/3 14:20-17:10 歯学科講義室1 組織学実習（耳） 田畑 純  
31 7/4 09:00-10:20 医学科講義室1 感覚器の生理３ 平衡覚 杉内 友理子  
32 7/4 10:30-11:50 医学科講義室1 頭頸部の臨床１ 耳科学の臨床 角田 篤信  
33 7/4 12:50-14:10 医学科講義室1 人体解剖学 鼻腔・副鼻腔・口蓋 秋田 恵一  
34 7/4 14:20-17:10 解剖学実習室 人体解剖学 鼻腔・副鼻腔・口蓋 秋田 恵一  
35 7/7 09:00-10:20 医学科講義室1 感覚器の生理４ 聴覚 杉原 泉  
36 7/7 10:30-11:50 医学科講義室1 分子発生生物学１ 井関 祥子  
37 7/7 12:50-14:10 医学科講義室1 頭頸部の臨床２ 眼科学の臨床 大野 京子  
38 7/7 14:20-17:10 医学科講義室1 単語テスト（情報検索室）・mini-PBL（講義室1） 秋田 恵一  
39 7/7 14:20-17:10 情報検索室 単語テスト（情報検索室）・mini-PBL（講義室1） 秋田 恵一  
40 7/8 12:50-14:10 医学科講義室1 人体解剖学 咽頭（外側）・咽頭・喉頭 柴田 俊一  
41 7/8 14:20-17:10 解剖学実習室 人体解剖学 咽頭（外側）・咽頭・喉頭咽頭・喉頭 秋田 恵一  
42 7/9 09:00-10:20 医学科講義室1 分子発生生物学２ 井関 祥子  
43 7/9 10:30-11:50 医学科講義室1 分子発生生物学３ 井関 祥子  
44 7/9 12:50-14:10 医学科講義室1 頭頸部の臨床３ 咽頭・喉頭の臨床 杉本 太郎  
45 7/9 14:20-15:40 医学科講義室1 頭頸部の臨床４ 頭頸部外科の臨床  頭頸部外科教員

46 7/10 12:50-14:10 医学科講義室1 mini-PBL 柴田 俊一  
47 7/11 09:00-11:50 医学科講義室1 TBL 山口 久美子  
48 7/11 12:50-14:10 情報検索室 単語テスト 山口 久美子  
49 7/11 12:50-14:10 シミュレーション

実習室 
単語テスト 山口 久美子  

50 7/11 14:20-17:10 解剖学実習室 解剖（まとめと納棺） 秋田 恵一 解剖学教員
 

授業方法 

講義・実習（解剖学・組織学） 

授業内容 

以下を目標とした授業内容である。 

①骨格・軟骨・関節・靭帯・筋 を理解する。 

②脳神経と主要な血管・リンパ管走行 を理解する。 

③口腔内構造：顎骨および歯，舌，口蓋，唾液腺 を理解する。 

④頭頸部における内分泌腺の位置を理解し、分泌されるホルモンを列挙できる。 

⑤視覚，聴覚，平衡覚，体性感覚，（嗅覚，味覚）の感覚刺激受容の概要を理解する。 

⑥（平衡感覚機構を眼球運動、姿勢制御と関連させて説明できる。） 

⑦眼球と付属器の構造と機能、眼球運動を理解する。 

⑧（対光反射、輻輳反射、角膜反射の機能について説明できる。） 

⑨外耳・中耳・内耳の構造 を理解する。 

⑩口腔・鼻腔・咽頭・喉頭の構造と神経支配を理解する。 

⑪咀嚼と嚥下 を理解する。 

⑫鰓弓・鰓嚢の分化と頭・頸部と顔面・口腔の形成過程 を理解する。 

⑬神経系・感覚器の形成過程を理解する。 

成績評価の方法 

実習中の個人課題、グループ課題、および、最終日に行われる個人およびグループに対する筆記試験で評価を行う。期間中に行われる

解剖学用語テストは、各学科の人体解剖学の成績の一部となる。 

成績評価の基準 

課題・TBL の成績の合計が６割を超えている場合を合格とする。 

準備学習などについての具体的な指示 

・講義の前には授業内容を確認し、該当範囲の教科書を読んで参加すること。 

各学科の関連講義（人体発生学、人体解剖学、組織学、生理学導入等）の内容は知っていることを前提として講義を行う。 

・実習の前には手順に目を通し、予習してくること。 

解剖学用語試験について解答できるように、十分に自習すること。また、実習に臨むにあたり、必要に応じて参考資料、補助教材を用い実
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習手順により予習をおこなうこと。予習が不完全であるとそれだけ実習に時間がかかり遅くなるという悪循環になる。 

試験の受験資格 

講義開始時の学生証による出席確認で 2/3 以上出席していること、実習開始時に 3/4 以上出席していること。下記「履修上の注意」に記さ

れる理由により実習の遅刻は欠席とみなす。 

教科書 

口腔組織・発生学／脇田稔, 前田健康, 山下靖雄, 明坂年隆 編,：医歯薬出版，2006 

口腔組織・発生学 : カラーエッセンシャル／ジェイムズ・K.エイヴリー 著,高野吉郎 監訳,佐々木崇寿, 矢嶋俊彦, 入江一元 訳,：西村書

店，2002 

歯の解剖学／藤田恒太郎 原著,：金原出版，1996 

標準生理学 第8 版：医学書院，2014 

基礎歯科生理学／森本 俊文 (編集), 二ノ宮 裕三 (編集), 岩田 幸一 (編集), 山田 好秋 (編集)：医歯薬出版，2014 

参考書 

カールソン神経科学テキスト : 脳と行動／カールソン [著],泰羅雅登, 中村克樹 監訳,：丸善出版，2013 

神経科学 : 脳の探求 : カラー版／M.F.ベアー, B.W.コノーズ, M.A.パラディーソ 著,加藤宏司, 後藤薫, 藤井聡, 山崎良彦 監訳,：西村書

店，2007 

Principles of Neural Science／Eric Kandel (著), James Schwartz (著), Thomas Jessell (著), Steven Siegelbaum (著), A.J. Hudspeth (著)：

McGraw-Hill Professional，2012 

カンデル神経科学：メディカルサイエンスインターナショナル，2014 

履修上の注意事項 

遅刻は本人の学習の妨げになるほか、同じグループのメンバーの学習にも大きな迷惑となることから、厳しく取扱う。実習に際しては、あ

らかじめ配布された手順を十分に予習して臨むこと。 

備考 

○問い合わせ先（講義担当教員、*ブロックコーディネーター） 

（教員名）  （診療科・分野）   （E メールアドレス@tmd.ac.jp の前） 

秋田恵一  臨床解剖学分野   akita.fana 

井関祥子  分子発生学分野   s.iseki.emb 

大野京子  眼科学分野   k.ohno.oph 

柴田俊一  顎顔面解剖学分野   sshibata.mfa 

杉内友理子  システム神経生理学分野   ysugiuchi.phy1 

杉原泉  システム神経生理学分野   isugihara.phy1 

泰羅雅登  認知神経生物学分野   masato.cnb 

高野吉郎  硬組織構造生物学分野   takanoy.bss 

寺島達夫  顎顔面解剖学分野   t.terashima.mfa 

中田隆夫  細胞生物学分野   nakata.cbio 

山口久美子*  医歯学融合教育支援センター   yamaguchi.fana 

 

○実習担当教員 

解剖学実習：坂本裕次郎、鹿野俊一、田巻玉器、二村昭元、原田理代 

 

○運営補助：医歯学融合教育支援センター教員 

連絡先 

秋田 恵一:akita.fana@tmd.ac.jp 

井関 祥子:s.iseki.emb@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

秋田 恵一:メール等でアポイントメントを取ること。 

井関 祥子:随時 （事前に連絡すること） 
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時間割番号 011085 

科目名 医歯学基盤教育（生命倫理I） 

担当教員 吉田 雅幸, 水口 俊介 

開講時期 ２年通年 対象年次 2〜3   

授業科目名英訳：Bioethics 

授業の目的、概要等 

 なぜ人は後で倫理的問題になるとは気付かずに、コトをおこなってしまうのか、あるいは、するべきコトに気付かず(あるいは気付いて

も)おこなわないままにしてしまうのか。 

 医学生、歯学生、医師、歯科医師をはじめとした医療者には、医療を担うにふさわしい倫理感覚を持つことが期待される。医療現場で

は、倫理的問題に対して組織的に対処するシステムがある程度構築されており、個人の資質による倫理的問題が生じる余地は減ってい

る。しかし、わが国の医療関連法は基本的には性善説で成り立っており、個人の資質による倫理的問題が生じる余地は大きく残されてい

る。また、システム自体が暴走した場合には、最後の砦になるのは個人の倫理感覚のみである。したがって、生命倫理においてはシステ

ムについて学ぶだけでなく、これまでに培った自らの個別的倫理感覚をシステムとの関係の中で、どのように生かすのか、あるいは抑え

るのかを考察・構築する必要がある。 

 第２学年においては、医療者としての視点および倫理観について導入と総論的事項について学習する。第３学年および第４学年におい

て、医療および研究における具体的事例とともにその倫理的問題点とシステム的対応について学習し、医療チームの一員たるプロフェッ

ショナルとして持つべき視点とそれにふさわしい倫理的思考を構築する。 

授業の到達目標(SB0s) 

 医学生、歯学生、医師あるいは歯科医師として求められる実践的倫理判断の養成を図る。これまでに培った個別的文献型倫理学から発

展させ、医療チームの一員たるプロフェッショナルとして持つべき視点を構築する。すなわち、将来実際に経験することになる医療や研究

の現場の具体的事例について、単に批評するだけでは済まされず、実際に判断し、指示を出し、さらにその責任を取らなければならない

立場にある医師および歯科医師の持つべき倫理的思考過程について学習し、応用し自ら考えることでそれを構築・実践する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考

1 7/3 11:10-12:00 医学科講義室1 生命倫理Ⅰ－１ 生命倫理総論（導入） 吉田 雅幸 第２学年

2 7/10 11:10-12:00 医学科講義室1 生命倫理Ⅰ－２ 基礎医学に関連する倫理的事項 桑名 仁 第２学年
 

授業方法 

 講義・グループワーク 

 自分が実際に考えることが重要であるため、グループワーク、討論、発表といった、単なる座学ではなく、参加型の講義形式も予定して

いる。諸君の積極的な参加を期待している。 

授業内容 

 詳細は別表のとおり 

 臨床の課題はより現実的に考えることが重要であるため、できる限り当該臨床科目の履修時期にあわせて講義予定を組んでいる。 

 担当講師は、医療のさまざまな領域で活動する専門医、専門職の講師をはじめとして、医療以外の分野で活動している実務者にもそれ

ぞれの立場からみた医療や研究について、すなわち他職種や医療者以外の倫理観を含めて問題提起あるいは情報提供を得て、医療

者・研究者の倫理について実践的な講義を展開する。 

成績評価の方法 

 講義への出席を単位取得の必要条件とし、第３学年前期と第４学年前期の２回実施する応用演習・研究倫理実践論（50～60％）、適宜実

施する小テストおよび小レポート、プレゼンテーションおよびディスカッションへの参加、素行等(50～60％)をもとにあわせて総合的に評価

する。 

成績評価の基準 

 第３学年前期と第４学年前期の２回実施する応用演習・研究倫理実践論の点数、適宜実施する小テストおよび小レポートの点数(医師お

よび歯科医師の持つべき視点と倫理的思考過程について習得し、応用し自ら考えることができているかどうか)、プレゼンテーションおよ

びディスカッションへの参加の教員評価（積極的に参加しているか、適切な関与をおこなっているか）等を合計し、60 点未満を不合格とす

る。尚、反プロフェッショナル行為（不正なコピペ、試験の不正、出席の不正）がみられた場合は成績に関わらず不合格とする。 

準備学習などについての具体的な指示 

 あらかじめ講義のトピックスについて少しインターネット等で調べて、そのトピックスに関連する倫理的問題に対して自分なりの見解をも

って講義に臨むことが好ましい。 

試験の受験資格 
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医歯学専門知識習得ステージに合わせたスケジュールを組み、発音も重視した学習を行う。毎回あらかじめ学習内容を指定し、授業にお

いて Vocabulary quiz という形で学習度の確認を行う。 

2. Small group discussion 

医歯学専門知識修得ステージ／生命倫理および臨床統計学習内容に合わせたトピック・論点を選定し、2 から 4 人ずつの小グループにて

議論を行う。毎回Native speaker(s)を講師兼Moderator/facilitator として配備する。議論のプロダクトを、文書または口頭にて発表する機会

も用意する。クリティカルシンキングのための導入および振返り機会を適宜用意する。 

授業内容 

詳細は別表のとおり 

成績評価の方法 

最終成績は以下にもとづき判定される。 

• Vocabulary quiz performance 

• Class participation (discussion/presentation/comments) and write-ups 

成績評価の基準 

最終成績は下記比重による。 

• Vocabulary quiz performance（30％） 

• Class participation (discussion/presentation/comments) and write-ups（70％） 

準備学習などについての具体的な指示 

指示に従い Vocabulary quiz のための学習およびグループ議論、ディベート、口頭プレゼンテーションの準備をしてくること。その際、科目

担当者からの指示（文書・口頭）に従うと共に、指定される資料だけでなく、インターネットなどを用いて議論を深めるために役立つ他資料

や情報を主体的に収集し、準備に努めること。 

試験の受験資格 

本科目においては最終試験は行わないが、進級のためには、全セッションの３分の２以上の出席（本科目にて規定する出欠確認方法に

よる）を必要条件とする。 

教科書 

最新医学用語演習 : 医学英語演習／岡田聚, 名木田恵理子 著,：南雲堂，1993 

参考書 

最強のクリティカルシンキング・マップ : あなたに合った考え方を見つけよう : critical thinking map／道田泰司 著,：日本経済新聞出版社，

2012 

クリティカルシンキング : あなたの思考をガイドする４０の原則入門編／Ｅ．Ｂ．ゼックミスタ 著,宮元 博章 訳,：北大路書房 

クリティカルシンキング : あなたの思考をガイドする 40 の原則／Zechmeister, Eugene B.,Johnson, James E.,宮元, 博章,道田, 泰司,谷口, 

高士,菊池, 聡,：北大路書房，1996 

履修上の注意事項 

遅刻は本人の学習の妨げになるほか、同じグループのメンバーの学習にも大きな迷惑となることから、厳しく取扱う。 

連絡先 

髙田 和生:takada.rheu@tmd.ac.jp 

森尾 郁子:imorio.edev@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

髙田 和生:オフィスアワーは特に定めないが，事前連絡してから訪問すること。 

森尾 郁子:毎週木曜日 PM 4:30- PM 7:00  M&D タワー7 階 教授室 

 


